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計画の策定にあたつて

1計 画め策定趣言

平成 11年 6月 に男女共同参面社会基本法がな行されてから 今 年で12年 目

を迎えまえ

寒川町では 勲 成12年 3月 に 「さむかわ男女共同参画ブランJを 策定し、平

成 12年度から17年度までの6年 間を計回期間として、男女がともに主体性を

もったとき方を自由に選択し、いきいきとした人生を送ることができ、性別に

よつて役を1を押しつけられることなく、個人の人権が尊重され 多 様な生き方

を追求でき 社 会のあらゆる分野に主体的に参面できる 剰 H町らしい男女共

同疹両社会の形成に取り組みました。

その問 「配偶をからの暴力の防止及朝安害者の保酸に関する法舎 (配偶者暴

力防止法)Jの 制定や改正 「吉児体業、介護休来害青児ヌは家族介護を行う労

働者の福祉に関する法律Jの 改正 「次世代育成支援対策推進法Jの 制定や 神

知 ‖県の 「神奈川県男女共同参面推進条例Jの 制定など、社会情勢の変化に応

じた法律や条例の整備が行われました。

こうした動向に対応する形で 町 では平成 18年 3月に '第二次さむかわ男女

共同参回プラン～男女がともに輝くように～Jを 策定し 平 成 22年度までの5

年間を計画期間として 引 き続き寒川町らしい男女共同参画社会の形成に取り

組んできました。

第二次さむかわ男女共同参画プランの策定から5年が経過し この間にも、「女

性の再チャレンジ支援ブランJの 策定や改定 「雇用の分野における男女の均等

な機会及び令退の確保等に関する法俗 (男女雇用機会均等法)Jの 改正、「配拒

者秦力防止法Jの 改正 「仕事と生活の嗣和 (ワ‐ク ラ イフ バ ランス)憲 毒J

及び 「仕事と生活の調和推進のための行動指針」の策定など、男女共同参画に

関連した新たな法改正や指針年の策定がありました。

しかしながら 平 成 22年 2月 に町が実施した 「男女共同参画社会に関するア

ンケート (町アンケート)Jの 結果では、男女が平等になつているかという間に

対して 「社会通念 習 横 し きたりなどJで は 「そう思わないJ「どちらかと

いえばそう思わなぃJを合わせた「思わないJという人の割合が男性全年の49%

女性全体の 64%を 占めていまえ 同様に 「社会全体J「職場の中でJ「政治の場

でJに ついても 平 等だと 「思わないJと いう人の割合が 「思うJと いう人の

割合を大きく上回つています。

また、全国的傾向としてはデートDVな ど、既存の法制度で定義しきれない

現代的課題として取り紅むぺき問題も頭在化してきています。

こうした状況から、町におけるこれまでの男女共同参画社会の形成に向けた



計画の策定にあたって

取り組みはいまだ十分とは言えす、近年の問題傾向に対する秘議を新たにしな

がらヽ男女がともに 自 らの能力を発揮し、個性を伸ばし 自 由に生き方を通

択できる社会をつくるという取り組みが 引 ぎ純き必要であると考えます。

折しも回の第 8決 男女共同多画基本計画ど時翔を同じくしての策定となりま

した。日の動向には十分留意しつつも 原 則的には前日の第二次さむかわ男女

共同字面プランをベースに 法 改正等の動さや町アンケートの結果を路まえな

がら、寒川町の現求に対応した計画として、ここに 「(仮称)第 3次 さむかわ男

女共同会画プランJを 策定するものです。

2 tl画 の性格

このtr頑は、寒川町絡合計画 「さむかわ 2020ブランJに 基づく分野別の基本

計画の一つであり 寒 川町における男女共同李画社会の形成を目指す上での、

音わば道じる末となるものです。町民 事 業所 そ して関係各機関や町が、そ

れぞれの立場に応じた役割を十分に果たしながら そ れぞれの場面で取り紅む

ことが求められる実行計画です。

3計 画期間

このrr画の実施期間は、平成23年度から平成27年度までの5か年としま汽

なお、社会情勢の変化などにより、必要に応じて見直しを行います。

駒最24年度

0012年回

平成25年 度

12013年 回

平成 23年度

0011櫛

平成 26年度

12014年度)

平成27年 度

e015年 働

～平成32年度
～120四年度)

守 H町絡43t回 「さむかわ2020プ ラン」基本‖阿

(前競～2011年 度 後 期 2012～2似6年度)



8t画の言えお

1 基 本理念

『男女共同字回社会の形成』

平成1い的月にた行された男女共同●面社会基本法には 「男女共同事百
社会の形成」について次のように定強されていまえ

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意8に よって社会のあらゆる

分野における活動に夕画する機会が確保され、もって勇女が均等に政治的、
経済的、社会的及び文化的利益を事受することができ、かつ、共に■にを担
うべき社会を形成することをいう。
却 H町では、 「男女がともに 自 らの能力を発揮し、個性を伸ばし、自由
に生き方をJB択できる社会をつくることJお｀ 『男女共同参画社会の形成J
という基本理念の実現につながると考えます。
そのためには、値対日人の意践の向上はもちろんのこと 性 別による固定

的な役割分担意職にとらわれない価値現や社会の仕組みをつくることが必要
です。
この計画では、基本理念の実現に向けた基本的な考え方を3つに整凄し

それぞれ次のように定めて、寒川町における男女共同参gt■会の形成に取り

組みます。

<基 本的な考え方>

(1)人 権が尊=さ れ、男女が平等な地域社会,<り

人権のⅢ■と男女平等は 基 本的人権として日本国磨法に明配されていま
す。
しかし、現実の社会の中では 女 性がま位であるというだけで、その能力
を発揮する機会を十分に与えられなかつたり そ の能力や実獄を正当にE7価
されないとい
つた不平等が存在していまえ
こうした不平年のもとには、性別による固定的な役部分tB意巌など 幅 つ

た男女観があり ftLに 対して不利益なだけでなく、男性の生き方の自由な
選択を阻むことにもつながっていまれ
そのような芝別や幅見をなくし そ れぞれひとりの個人として尊iさ れ
平等に扱われることが必要です。

(2)男 女が自立し、あらゆる分野に0画 できる地域社書づくり
身女平等の意麟は広まっているものの、現実的には家産 地 域 職 場など
で  「男だから 女 だから」という固定的な役割分担意践がまだ残つていま

丸

真にとかな社会を実現するためには 男 女ともに自立し性別にかかわりな
く値入を4Eす るという意議を持つことが大切であ



計画の者え方

(3)い きいきと安bし て喜らせる地域社会づくり

地域社会は そ こに住む人々やそこで活動する人々が互いに支え合 ,こ と

が大切ですが ラ イアスタイルの多様化により人々の地域社会への関心が薄

れてきています

男女ともに 陰 康で い きいきと安心して暮らしていくためには 地 域社

会において そ こでかかわり合う人々の導持意識を醸成することが必要で

汽



計画の書え方

2 基 本目標
― ― ― nm―

基本理合に基づいて、男女共同参画社会の形成を実現するため、次の4つの

基本目標を掲げ、具体的な事業を展開しま曳

こ あ らゆる分野での男女共同参画の促進

職場や地域などめらゆる分野において 男 女が社会の対等な約戎員として
参回できることは 男 女共同参画社会の形成にとつて不可欠なことで曳 特
に 女 性が政策や方針決定過fF、国ドの意思形成の過程に関わることは、社
会の構成員の意思を適切に反映する意味でも重要です。
全国の女性雇用者数は 全 雇用者数の約4害Jを占め 平 成21年 度までの
5年 間の伸びは微増ながら増加傾向を示しているものの 十 分であるとは言
えません。町の客議会等への女性の参回についても ま だまだ十分とは言え
ません。

また 自 冶会などの住民活動という視点で見ても 女 性の参加そのものは
多いもののリーター的立場での参回となると ま だまだ少ないのが現真です。
そこで 事 業所等をはじめ様々な場面に女性が登用されるように進すると
ともに 女 性が榛えな分野にチャレンジしていくための意識啓発や学習機会
の充実を図ります。

I 男 女の人権の尊重

男女共同参画社会の形成は、
れ 個 人が自由な意思のもと

求められます。

性別にかかわらず一人ひとりの人権が尊重さ
各分野で能力が発揮できるようにすることが

そこで 男女の人権尊重の意識P●●発と相談事業、情報提供の充実を図りま曳

Il 仕 事と生活の罰和 (ワーク ラ イフ ′(ランスX)推 進のための環境づくり
男女共同参画社会の形成によって 誰 もが仕事と家庭生活 地 域生活 個
人の自己啓発や題味など様々な活動について 自 ら希望するバランスで調和
のとれた生活ができることを目指します。
そのためには 男 女ともに、その価値観やライフスタイルに応した多様な
働き方ができるような労働環境と 仕 事と家庭 地 域活動との両立が可能な

環境をつくることが求められます。
そこで 男 女雇用平等の意識啓発や労働相離に関する情報の提供、保育環

境の充実や家事 育 児 介 護などへの男性の参加犯進などを図ります。

※ワークライフ バ ランス :仕事と生活の調利。老看男女誰もが仕事 察 届生活
地域生活、固人の自己啓発 題 味など様壊な活動について 自 らお望するノヽラン
スで展開でき、多様な生き方が選択 実 現できるようになること。



計喜の言え方

「 男 女共同李田社会実現のためのな政づ くり

男女共同参団と会の形成を実現するためには 職 場や地域 家 庭や草枝と
いったそれぞれの場で、町民一人ひとりが、性別による固定的な役割分=意

厳を見直していくことが必要です。

そこで 職 場や地域において男女平年意融や男女共同譲面についての理解
を深めるための研修や確演会などを実施することにより 町 民への意繊啓発

を回りまえ
また 家 庭において男女共同様回音破の確成を図るとともに 学 校におい

ては男女平等教育推進と学校教ヤ関係者への意破啓窮や研修の充真を図りま

え



重本目lI Iあ らゆる倉野での男女共同働画の促遺

基本目標

I あらゆる分野での勇女共同う回の促進与|

グラフO曰 3者叡農UEfB言 路数に占める女性割合の推移

職場や地域などあらゆる分野において 男 女が社会の対等な構成員として

'画 できることは、男女共同移画社会の形成にとって不可欠なことです。犠
に 女 性が政策や方CtX定 過程 団 体の意思形成の過程に関わることは 社

会の4●成員の言思を適切に反映する意味でも重要です。

全国の封ヨ電用者数は 全 雇用者数のlD 4割を占め、平成21年 度までの

5年 間の伸びは微増ながら増加傾向を示しているものの 十 分であるとは言
えません (グラフ〇ウ紳 。町の寄聴会等への女性の参画についても ま だま

だ十分とは言えません

また、自治会などの住民活動という視点で見ても 女 性の参加そのものは

多いもののリーダー的立場での夢回となると、まだまだ少ないのが現実で

す

そこで、章痢所事をはじめ様々な場面に女性が登用されるよう握進すると

ともに 女 性が様々な分野にチャレンジしていくための意識啓発や学習機会
の充実を図ります。

― … … に ED ― t円 ●“恵 こBコ  ー 8nt● コ 輩 毎 rmSCe0

貫槙 :厚生労働省 「平成21年 板働く交性の実情」



基本目標 Iあ らゆる分野での男tx共同鬱画の健進

施策の基本的方向

町も含めて 事 業所等における女性従来員の割合や管理職に占める女性の

割合は な 然として低い水準にあります。

また 町 の箸議会章への女性の参画についても 委 員構成における男女比
に配慮するよう努めてはいるものの ま だまだ十分な状況とは言えません

(グラフ②参照)。
自治会をはじめとする様々な住民活動の状況を見ても 女 性ツーダーの存
在については ま だまだ少ないというのが現実です (グラフ③ジER)。

こうした状況を踏まえ 職 場や地域において女性が積極的に参画し 社 会
の構成員としての意思を適切に反映できるように 町 の様々な政策や民間回
体の方針決定過程における女性の参画機会の拡充を促進します。

グラフ②寒川町香議会等における女性委員比率

比暮(%)
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内閣府 「地方公共□体における男女共同参画社会の形成又は女性に

関する航策の権進状況Jよ り作成

グラフ③取第 方 針決定過程などへの女性の参函状況 〈零川町)

く自落全長 (21自若会)> く単“,TA会 長 (小中雑 韓 ) >

( 1人 )女性
( 3人 )

性

30% %

倒 ‖BI町民環慎部町侵課調べ (平成22年 コヨ18現 在)



題本目幅【あらゆる分野での男支央向,回の促遺

施策の内容

(1)子 宗所年への女性室用の促進

町内の各事業所尊に対して男女の雇用機会均等の啓発を行い、女

性のな用を促進するとともに、管理職への積極的な女性登用を握進
します。

(2)町 害隣会等への女性奏民の螢用

ポツティブ ア クション(積極的改善措置)Xを 推進するため 男
女が均街のとれた帯蔵比になるよう女性委員登用率の目標使を30%

に段定し、それぞれの審議会年に相応しい意見の反映ができるよう
にします。

※ポジティフ アクション (4R格的改琶踏D:男 女が社会の梅威員と
して、自らの意9に よって社会のあらゆる分野における活88につ口する
機会に係る男女間の福葦を改日するため必要な範囲内において、男支の
いすれか一方に対し 当該機会をl「福的に提供することをいい 男 支共
同9団 社宕基本法第2条第23に おいて規定されている。

(3) 住民活動などにおける女性リーダーの畳用の侵進

リーターとしての積極的な登用を促進するとともに、住民活動へ

の女性の,加 をより判尋促進することにより 将 来リーターになる
べき女性を古てようとするもので汽

職場や地域において女性が積極的にリーダーとして活躍するためには、所
属するPBaが積極的な女性登用を推進する一方で 女 性自身の悉級啓窮や能
力開発が必要です。
そこで、成業や住民活動について積極的に取り組む女性のために 驚 座等
によるをゆ啓発や能力開発 様 々な情報掛共による就職 再 就職の支援を行
います。

施策の内害

(1)女 性の人材青成の充実

女性がその個性と能力を発揮して、これまで女性が少なかった分

野や管理破登用など政策や方針の決定過程への参画を目指すための

意職啓窮や、キヤンアアップに必要な能力開発の機会充実を図りま

え

し (2)女 性の社会,面 に関する情報援供

芸格取得やスキルアンプのための路座情報や就職 再 ぬ府など採

用に関する情報を提供します。

施策の基本的方向



基本目相I男 女の人権の尊重

基本目標

男女共同参画社会の形成は、性周いこかかわらす一人ひとりの人権が尊重さ

れ、個人が自由な意思のもと、各分野で能力が発揮できるようにすること4k

求められまれ
そこで 男女の人権率重の意臓啓発と相醸手業 情報提供の充実を図ります。

碁力は、いかなる理由であろうと決して辞されるものではありませんが

配拒者などからの案力 (ドメスティック パ イオレンス 以 下 「D VJ と 言
う。)や 桂的な熊がらせ (セクシェアル タ ラヽスメント 以 下 「セクタヽラJ
と言う。)は 、残念ながら身近なところで実際におきています(グラフ④参卿
近年では、本人同士の間における泰力 (以下 fデートDV」 と言う。)も
顕宙 ヒしており 社 会的問題になりつつあります。
DVに ついて日では 平 成13年に配n者 寒力防止法を制定し そ の後実態
に対応する形で法改正するなど 被 告者の支優について法勢精を行つていま

す。
町でも DVや セク′ヽラについて 技 害防止のための町民への意議啓発を

積極的に行うとともに、絞害者のための支観体制の充実を回る必要がありま

曳
そこで DVに 関する情報提供やセクハラ防止の研修会年の開催により

町民や事業所奪への意識啓発を行うとともに、DV相 醸や緊急一時保護事業

による綾害者への支援を推進するなど、DVや セクハラの防止対策を推進し

まれ

施策の内容

(1)配 偶者などからの韓力け上に関するな絞啓発と被害者への支fE

DVに 関する様々な情報を発■し、町民がDVの 技害者にもカロ害

者にもならないような職啓発を四ります。
また、絞害者が最初に接する相藤窓日として 関 係機関との進擁
により技害者の保leを行いまえ

(2)セ クシュアル ハ ラスメントけ止対策の指進

広報紙などでセグハラ防止のための情報を発lgし、町民への意議

啓発を図るとともに、人権ね餃や関係機18での相談窓日についての

情報を提供しま曳

施策の基本的方向

ｎ
Ｗ



②tケハラを受十た
ことがある
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寒"町 「男女共同参画社会に関するアンケート (平成22年 2月 〕集計結果Jよ り

基本自際I男 支の人権の尊重

グラフ④栂傷 地 域 学 校 家屋などでのハラスメツト等

人権問題は 性 別や職種 年 齢 国 籍などにかかわらず様々な場面でおこ

りうることです。権力や如立を利用した嫌がらせ (パワーハラスメント 以

下 「パワハラJと 言う。)や 人彊差別 子 どもや高齢者など社会的弱者への

虐待といった様々な人権侵富への汽ヽ と防止対策が求められています (グラフ

⑤参照)。

グラフ⑤児童虐告相談件数及び高飾言虐行48談件数

60■

40

20

26   6         36   13
平成16年「7F    平 成I,年度 平成20年度   平 成21年度

日 高 齢者虐待相訪件散" 児 童虐待相談件散

児童虐待相談件数 :

高齢百虐待相設件数

神奈川県中央児重相設所調ペ

1悪川町地域包le支獲センター摘ベ

施策の基本的方向

, 1



基本目181男 女の人健の尊■

施策の内容

(1)人 tt書 に関する支怪

各種の相餃業務の実送や関係機B8との連携を図るとともに 広 親

擁やホームベージ 町 施設を通じて人権侵害の防上についての情報
抵快により、町民の意識啓発を行いまれ

心身ともに健康で自立した生活を送ることは、男女を問わず様々な分野に

おいて 個 人がその持てる能力を受好し活環するための大前握です。
そして、―人ひとりの人権が尊重され、十分にその能力が発爆されるため

には、男女がお工いの14にういてよく理解し、尊重することが大切です。

施策の内容

(1)男 女の心とからだの健康づくりへの支援

心身の健痢采持や増進のために 町 民の驚康づくりを支援します。

(2)性 のⅢ■に関する意識啓発

男女がお互いの性を尊重し、女性の生涯を通した健康の保持増進

を回ります。

(3)性 歓古の充実

発造段階に応した適切な性敬青や性に関する情報鑑供の充実を因

りまえ

施策の基本的方向

ヽ
４



基本目標I仕 事と生活の請和横 のための報晩つくり

基本目標

ll仕 事と竺活の罰和(7-クライフ′ヽランス)推進のための環境づくり

男女共同李画社会の形成によって 離 もが仕事と家庭生活、地域生活、個
人の自己啓発や趣味など様々な活動について 自 ら希望するパランスで爾和
のとれた生活ができることを目指しま汽
そのためには 男 女ともに そ の価値寝やライフスタイルに応した多様な
愉き方ができるような労働環境と 仕 辛と家庭 地 域活動との両立が可能な
環境をつくることが求められます (グラフ∞ 鬱照)。
そこで、男女雇用平年の意践啓発や労働相藤に関する情報の援い 保 市家
境の充実や家章 吉 児 介 整などへの男性の参加促進などを図ります。

グラフ⑥「仕事J「家電生活J「地域 個人の生活」の関わり万の理想と現実

■召て,と)

寝剰 'こ 〕

題●て■に|

HR(女 性)

務        4∝        61k

Eer的 を【チしたい
口伽 轄 J― した|ヽ
日び も,日 大0生 活Jを■発したい

。er4● Jと「=的 =と にヽE々 したtヽ
口飯 的 と「を承 口人のと為 tt切 4発 したtヽ

Bα ヨ的 ど「島g口 人りとるょtともイ“ 々したい
geE"m=■ ,,ら れない

80% 1∞ 西

。∽ Ⅲらない

毒川田 「男女共同勘自社会に関するアンケート (平成22年 2月 )集 計魅果Jよ り

※ 「現実」は実陳に 「～優先しているJこ とを表したもの 例 えば男性は 理 想
では 「仕事を低先したいサ人ri4 0%だが 現 実は39%の 人が 「仕事を優先して
いるJと いうことを表している

19



り基本目標I仕 事と生活の船承0鮭巌のための環境づく

グラフ⑦自分がお望する時間の取リカのために財要なこと (性丹」)(複 数回答)

20 。。(|●)

“10

“A'

60i

FF

■■0'り 方小■,Aに

【'0こ が,″ て々 ■に

ヽ■り,Eい “■j工 に
(■部 ●,★ なり

EHを す,EIに ■■1‐ねは くヽ t14

制 術 斑 ⅢmBr rt t41ttF
亜 ■に  「I車 るたいOME"客 IH中iⅢt

口,い えやを,同 I幅 といユ 略ヽ 0
翻 江 ■切 ァt声,Sハ ン‐ ″ら,1れ lf

ttⅢ京ム●r,|=軍 ■■ すとを
FIP`た め0お獅 1に,部 れは

内閣府電女共同参画局 「男女のライラスタイルに関する憲譲調査(平成21年 9月 )」より

モ0■

グラフ⑥仕事と生活の調不Bを実現しやすい社会にするために 行政にrtl待する
こと (性呂J)く榎数回誉〉

岳略`印 =力 な
rS吾 トラな例氏の紅克

査■ヽ口い フヽブヘOnt小 け

保斉所す0窪 “

口氏への窓強皆草

(“)
的  "

●●
●0こ

C D
S C【め値

分かされ ヽ

4 0

!00
'7
12●

内閣府男女共同参画局 「男女のライフスタイルに関する意臓麗査(平成21年 9月 Jよ り

00 “0
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施策の基本的方向

基本目標Ⅱ仕事と生活の距和推進のための環境づくり

グラフ◎制度を実際に利用するに当たって 最も望要なこと(性骨」年代局J)

男女共同参画社会の形成にとって、男女雇用機会均等法や鋼駒基準法など
の関係法合に基づいて 事 業所事における労働環境が整備されることは、と
ても重要です (グラフ◎参鱒 も
211えば、男性の育児や介護の体業取各が進まない要因として 男 女間の賃
金格差がなかなか解消されないことが挙げられています Go参 照)。
法令に基づく男女平等な濯用など雇用環境整備の言職啓発を図るとともに、
だ用環境改善のための横々な講座や相談業務について、情報提供を行います。

【女性J
I略

【与亡】
ぬ               1転

とB ac

却車

a,代

コE【

4Ctに

コ4P

口■【

dl lte

口～臣 tFF'運 四

0■ コ,め 車40申

日■児体=H壊 Ⅲお申町ヨ窮印になど0再 立京 pll霞り抑コ

蜘
前 maFHE的 市 =蜘 匝 布 」… ヮ 車 ISAン

3●は ど41用しわ け 韓 大確 =ま =

oiめ ヽ

口分A常 ヽ｀

内閣府男女共同参画局 「男女のライフスタイル[閣 する恵議調査解成21年 9月 )Jよ り

ｔ
Ｖ



鴻本日lllEと,と生活の日和REIのための車読づくり

表①嘱女別平均舞金 (資金鶴め の推移と窮女問悟を
〔と位!H 繊

年
身  位
平均蛍至中確

同

ま

女労

皓
年
労 t
平均R奎

女  性

平均貫査

向

差

ま男

格

争己2年 弱 7m 104700 56 3 判成12年 400 '的 250070 62イ

平成3年 0碑  4的 "2蜘 5 5 0 駒は13年 “00 200 2●L 6∞ b66

平成4年 0吼 O J l コおlm 10S 平成14年 09'760 216独 0 64 2

平位5年 "68m 221011 58 6 平成15坪 0,S S的 261 2" 660

平成6年 em m 夕″ 的0 50 0 Irnt 16 4, 400 せoo 25じ010 647

平成7年 1的  170 四 i ,m 60 3 平成 ,年 397 010 2国 6" 研 5

平成8年 303m 力5010 50 3 拍成に年 401 01o ″■300 郎 2

平成0年 如18拘 201的 nl 平虚 19年 400 2S0 27,880 663

平成JO年 m590 241m 的 4 平成20年 301 280 2'' 020 拘 1

平戚11年 405  ●20 255 5加 的 1 平成■年 37770じ 2C7 260 ,01

辛男女困培宮‐女■平均実4■コ“平均■,X!い

神ヨHIR高工労働割時抑‖嘱R金樽田査篤集照宙■ (早威2疑 同)」より

お策の内害

〈1)男 女平等な属用の促t4

主として手業所やを対象に、男女雇用観会均等となどの周知を行
い 意 壊啓鶴を図ります。

(2)雇 用環境改善のための支4Eの充実

正規雇用、非正規I用 の■金格差や労働条件改善に向けた様々な
講座や相談 就 職に向けた面壊拿などの情報提供を行いま曳 また、
関係機関と連携しながら就職面鞭会や伸張会を開催します。

(3)青 児 介 穫体染などの制度の周知及び普及の促進

事業所等や鋤 者に対して、青児や介破のための休業制度につい
て周知し 制 度の普及をに進します。
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基本目揮田 仕事と生活の調和推進のための環境づくり

夫婦共働き世常の増加にやい 保 吉園や児童クラブなど子首て環境を支援

する事業について さ らなる充実が求められています。
家事や育児 分 護などの家庭生活においては 性 別による固定的な役割分
担言識が根強いことや職場等でのす児 介 護休業への理解などの問題から
まだまだ安忙にその役割が偏っているのが現状です。

男女|「ともに仕事と生活の調和のとれた日常を送るためには 首 児や介護
などを男女が協力して担うことが重要であり 男 性の積極的な参加が求めら

れていると言えます (グラフ0参 照)。
また 清 掃や防災などの地域活動については 全 国的に男女とも参加状況
は低いものの、社会への貢献首設は高いものがあるので、町においても地域
活動に関する情報縄■を行い 地 域活動への参加を支援します (グラフ〇参
照)

グラフ①今後 冬 川町の男女共同参画社会の実現のために 力 を入llるべきこと

施策の基本的方向

0■ 草■fI草てた赳する
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0■ 張におする目ま7草

"百 0た 進
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0身女ヌ方へりIn西 震
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(女性)
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(ユIJ
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3 3日日日日
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20%     40%     60%
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国 ‖Bl「男支共同彦画社会に関するアンケート (平成22年 2月 )紫 :1結果Jよ り
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基本目裸lt tt事と生活の調和推進のための醸臨づくり

グラフ〇社会への扇献憲討の推移 (性局じ

るむ簿)

,00

600

500

Ⅲ 0

ヨ00

200

一 患っている(男性)

一 あまけ考えていない

(男性)

― 思つている(女性)

― あまり考えていない

(女性)

21 回 と年度 (平成)

630 ∽ 4

597  502

内閣府 r社会意識に関する世論調査Jよ り作成

施策の内容

(1)子 育てFR境の充実

男女の多様な価き方を支援するため 保 育環境の充実を図るとと

もに 子 首てに関する相談や情報提扶を行います。

(2)ひ とり親家定への支援

母子家庭や父子家庭の自立に向けた支援に取り組みます

(3)男 性の家事 育 児 介 護などへの疹加の促進

各種設座の開催や情報提供により 男 性が家章や育児、介護に参
カロしやすくなるよう意識啓発を図りまえ

(4)地 域活動への参加の促進

広報紙やホームページなどで地域活動に関する情報長供を行い、
男女の地域活動への参加を支援します。

６
０



基本目爆rv男 女長同鬱画社会実現のための志芦文 り

基本国標

V 男女共同参画社会実現のための意識づくり

男女共同多画社会の形成を実現するためには 職 場やlt域 家 庭や学校と

いったそれぞれの場で 町 民一人ひとりが 性 別による固定的な役割分担意

識を見直していくことが必要です。
そこで 職 場や地域において男女平等意餓や男女共同参面についての理解

を深めるための研修やl●演会などを実lTすることにより 町 民への意識啓発

を国りまえ

また、家庭において男女共同参画意敵の験成を図るとともに 学 校におい

ては男女平等教育推進と学校教育関係者への意破啓発や研修の充実を図りま

す。

職場における男女平等意識についてはまだまだないという認識が強く 改

善が望まれています (グラフ〇ゆゆ 。車業所尊において労甑環境が勢篇され

ることと同様に そこで働く人達の音競が高まることがとても重要です。
また、地域活動についても、性別にとらわれす男女が積極的に活動に参加

することが重要で、そのための意撤啓発を図ります。

グラフ②次の場面で男女が平等になつていると愚いますか

施策の基本的方向

鋏窟=着いて傷D巨 要夏頭空要不整が要聖戸銅
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③社会通含 慎 富 (場 に),1ヌ :4-26邸 さロロエ 24

しまたりなどで (女性)30Ⅲ5●トエアドロロロロ2●― ヨB登ド挙=ヨ76
銃 会全体で Cわ IL井 挙 -2 0聾 苺 型 型

25- 1 9モ

縁ほ|ュ!を行巡ぎ言墓重重ご言遜重重重事五≧≧圭苦

Iア叫ぃド lS

。そぅこぅ   い
   2い   .埋 らかとし嶺推モうこずは

国どちらともいえない         口 どちらかといえ|=そう思わない
国そう思わない 口わからない

塞川町 「男支tr□安国紅室に関するアンケート (平成22年 2月 )察 計結果Jよ り
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基本目賠rt7男女共同0画社会案盟のための意震づくり

お策の内容

〔1)職 場におけるな擁啓琵

事業所等における男女共同傑画理解のための研修会実施を促進し
ます。

(2)地 域におけるな競啓発

町民の意磁啓発を図るために、男女共同参回に関連する議演会な
どを開催します。

将来を担う子ども達に 家 庭生活を通して男女平等の音餃を持つてもらう
ことはとても大切です。そのためには、ます保産者の男女共同参画に対する

意識を高めることが必要であり、そのための購座などを開催します。

学校においても 子 ども達に対する男女平等についての教育とともに 章

枝教育関係者への意識啓発が重要であり そ のために必要な■習や研修を開

催します (グラフ①鎌 )。

グラフ⑬男女共同妻画社会を実現するために学校や社会教育の場等で必要な取組

寒川崎 「男女共同ゆ画社会に88するアンケート(平成22年 2月 )案 討結果Jよ り

施策の基本的方向
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基本目惇Ⅳ男女共同彦直社と震規のF_めの意3dうくり

施策の内容

(1)家 庭における意識啓発

男女がお互いの役割を理解し 尊 重する意識を惑成するために

と活に密着した講Eや 訪演会を開催します。

(2)学 校における吉討啓発

児童 生 徒向けに人権尊重を基鷲とした人権教育を推進するとと

もに 学 校教育関係者向けに各植の研l_会を実施します

21



81画の雑進

計画の推進

1 町 民参』0による推進
この計画を推進するためには、町民が 「男女共同参画社会の形成Jに つい

て自分自身の問題として捉え、計画の推進に主体的に関わることが必要で丸

そのために き むかわ男女共同参回ブラン推進拐議会を継続して撰置し

公募の委員や関係団体を代表する委員として、町民が計画の推進に関わる機

会を保障しまれ
また、同推進協議会の会議内容を公表することにより 町 民との情報共有

を回ります。

2 庁 内の推進体制
実施計画に位置付けられた事業の推進にあたり 関 係各課等との連携 協
力を図るため、さむかわ男女共同参画プラン連絡会を総続して設置します。

この計画の基本電本である 「男女共同参面社会の形成Jの ためには 町 は

もとより 町 民や事業所 関 係団体などきまぎまな主体の理解と協力が大か

せません。計画の推進にあたっては、それぞれの役割に応 じた関わりができ

るよう体制を整備し、連携を図りながら取り経みます。

e 関 係各機関との連携
「男女共同参画社会の形成Jの ためには、町内のみならす 国 や県 近 隣

市町付やその他の関係団体などとの連携がとても重要です。こラした関係各

機関との情報変張を円滑に行うととヽに、工いに連携 協 力しながら計画の

推進を図りまえ

4 計 画の進行管理

計画の進行管理は、実施計画に位置付けられた事業の進″求19Lについて、

関係各課草からの報告をもとに行いま先 取りまとめた内容について、さむ

かわ男女共同参画ブラン推進協路会に報告し、ご意見をいただきま丸

（
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